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1． 結果の概要：3四半期連続でのプラス成長 

6 月 2 日、ブラジル地理統計院（ＩＢＧＥ）は国内総生産（ＧＤＰ）を公表し、結果は以下の通

りとなった。 

【実質ＧＤＰ成長率（2022年 1-3月期）】 

・前年同期比伸び率（未季節調整値）は 1.7％、市場予想1（2.1％）を下回ったが、前期（1.6％）

からは上昇した（図表 1・2）。 

・前期比伸び率（季節調整値）は 1.0％、予想（1.2％）を下回ったが、前期（0.7％）から加

速した。 

（図表 1） 

 

（図表 2） 

 

 

2． 結果の詳細：サービス業が成長をけん引 

22 年 1-3 月期の実質ＧＤＰ伸び率は前期比 1.0％（季節調整値、年率換算 4.0％）となった。改

定された過去データでは、4-6月期（前期比▲0.2％）にマイナス成長となった後、3四半期でのプ

ラス成長となっており、伸び率も加速が続いている（21 年 7-9 月期：0.1％、21 年 10-12 月期：

0.7％、22年 1-3月期：1.0％）。コロナ禍前（19年 10-12月期）との対比では、21年 1-3月期にわ

ずかにコロナ禍前の水準を回復（+0.1％）したが、4-6 月期と 7-9 月期はコロナ禍前の水準を下回

っていた。その後、10-12月期は再びコロナ禍前の水準を回復（+0.6％）し、22年 1-3月期はコロ

ナ禍前を+1.6％上回る水準となっている（図表 4・5）。 

 
1 bloomberg 集計の中央値。以下の予想値も同様。 
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成長率（前期比）を需要項目別に見ると、個人消費が 0.7％（前期：0.7％）、政府消費が 0.1％

（前期：0.9％）、投資▲3.5％（前期：0.8％）、輸出が 5.0％（前期：▲0.2％）、輸入が▲4.6％（前

期：0.1％）となった。内需のうち消費は前期並みの伸び率を維持、投資についてはマイナス成長と

なる一方、外需が好調だったことから全体の成長率を押し上げられている。 

コロナ禍前との対比では、ＧＤＰが 1.6％、個人消費が▲0.7％、政府消費が▲0.6％、投資が 12.7％、

輸出が 5.6％、輸入が▲4.9％だった（図表 4）。 

（図表 3） 

 
（図表 4） 

 

（図表 5） 

 

産業分類別に実質ＧＤＰの伸び率を見ると（図表 3・5）、前期比は大分類では「第一次産業」が

▲0.9（前期：6.0％）、「第二次産業」が 0.1％（前期：▲1.2％）、「第三次産業」が 1.0％（前期：

0.6％）となった。第一次産業はマイナス成長となり、第二次産業も伸び悩む中、コロナ禍からの回

復が進んだことで、第三次産業が成長をけん引した形となる。第三次産業では特に運輸関係の伸び

率（前期比 2.1％）が目立った。一方、第一次産

業は天候不順を理由に大豆の生産量見通しが不

調であったことなどが響いた。また、第二次産

業は供給制約などの影響が長期化しているため

伸び悩んだと見られる。 

最後に、22年 1-3月期の名目成長率は前年同

期比 8.9％（前期：12.2％）となった（図表 6）、

名目と実質成長率の差（デフレータに相当）は

7.2％と引き続き高いものの、20 年 10-12 月以

来の 1桁台まで低下している。 
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（図表 6） 
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